
いいぶグ
（別紙様式第3号）

倫
1
-
1
1
E
H
 

文 要 旨
I

論文題目

~
~
 

＇ 
9
,
 

Stress buffering effects of social support on depressive symptoms in middle age : 

Reciprocity and community mental health 

（中年期の抑うつ感におけるソーシャルサポートのストレス緩衝効果について：

互酬性および地域精神保健をふまえて）
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論文要

旨I-【背景と 目 的】 ソーシャ ルサポ 卜 が健康に

影響する ゞ と は公衆衛生の 分野で良 ＜ 知 ら れ‘一

ている。カ プラ ンは社会的紐帯の欠落はメ ンタ

Jレヘルス に大き な 5彫ノ を与える と し、地域精神

（』
保健にサポ 卜 シス ム の 要性を指摘 し I'- O 

ソ ~ シャ ルサ ポ 卜 が果たす役割、 特 に症状

（抑 う つ感な ど） に対す る ス 卜 レス 緩衝効果

（ス 卜 レス が高い場合、ソ ーシャルサポ 卜 が

あ る者はない者に比べて症状が少ない ゞ と は‘一

これまで多 ＜ の研究が さ れて き た。 しか し、 ス

卜 レス緩衝効果の研究で、ス

（` 

卜 レス 状況下にお

け る 抑 う つ咸)e、 に対す る 中 年層や互酬性 を 踏ま

えた研究は ‘ れま でにない。こ の互酬性 と はサ‘一

ポ トの授受を指すが、サポ 卜 を受けた効果

だけでな ＜ 、提供する効果についての検討が近

年注 目 を さ れてい る。ソー シャルサポ 卜 が中

年期 において抑 う つ感 に 関連が あ る
、ア
と をホ‘一

せば、 う つ病の予防はも と よ り ヽ う つ病が遠因



と さ れる 中年期の 自 殺の予防に も貢献し、心の

健康づ ＜ り や地域精神保健に方向性を与える
゜

本研究は大規模な地域住民の 中年層 を対象 と

した、抑 う つ感に対する ソ シャルサポ 卜 の

ス 卜 レス緩衝効果を性別・サポ 卜 の授受別に

検討する ゞ と を 目 的 と している。‘一

（、
【対象 と 方法］ 調査対象は オ杯 バl目Lヽ -;::: ノ‘ 町に住

む 4 0 - 6 9 歳の全住民 4 5 5 8 人 （平成 1 5 年 9 月

住民基本台帳） であ り ヽ 調査デザイ ンは横断研

究、調査方法は 自 記式無記名 の質間紙調査であ

った。 調査期間は平成 1 5 年 9 月 7 ~ 1 5 日 で質

間紙を戸別に配布回収 した。 回収数は 3 1 8 2 件

（ 
（回収率 69. 8%)  で ヽ 無効の 5 0 件を除く 3 1 3 2 

件を分析 した。 抑
うー

つ 尺度は C E S ~ D を、 ま た、つ

ソーシャ ルサポ 卜 尺度は崎原 ら の M O S S -E を

用いた。緩衝効果の解析は両尺度の回答に欠損

のない ものを有効 と し、方法は抑 う つ得点を従

属変数 と して ス 卜 レ ツ サ 高低 x各サポ 卜

高低を検討する 2 元配置分散分析を実施 した。

ソー シ ャ ルサポ 卜 の下位尺度 は手段的サ ポ



． 卜 （有効回答 1 4 8 1 件）、 情緒的サポ 卜 （同

1 4 6 6 件）、 提供サポー 卜 （同 1 3 7 8 件） の 3 つ

であ り 、解析は下位尺度ご と に性別に検討した。

倫理的配慮 と して本研究は個人を特定 さ れな

い連結不可能匿名化されたデータ を用いた。

【結果】 ス 卜 レス状況下における ソー シャル

( 
サポ 卜 の抑 う つ感に対す る 接効果は男女

と も情緒的サポ 卜 にのみ見 られた。 しか し、

緩衝効果は男性にのみ、しかも全て の下位尺度

でみ られたが、 女性には全 ＜ 見 られなかっ た。

【考察】 男性において は、 手段的 情緒的

サポ 卜 を けている場合だけでな ＜ 、サポ

卜 を提供 してい る 場合において も 向.~ い ス 卜 レ
（ 

ス状況下では抑 う つ感が低 ＜ な る ‘ と が 明 ら‘ 

かに された。 性差は顕著で あったが、 ‘ れまで‘一

に女性の情緒的親密 さ の相違や社会経済的地

位の低さ の指摘がある。地域住民の心の健康づ

＜ り には、特に男性において互いに支え合 う ゞ

‘---

と の重要性が示唆された。
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（論文題目）

Stress buffering effects of social support on depressive symptoms in 

middle age: Reciprocity and community mental health 

（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術的水準

等につき慎重かつ公正に検討し、以下のような審査結果を得た。

1.研究の背景と目的

ソーシャルサポートが健康に影響することはよく知られており、ストレス緩衝効果の研

究も多い。しかしコミュニティーの中年層を対象とした研究は多くない。本研究の特徴は、

近年の傾向である互酬性の検討を踏まえ、また、自殺死亡が多発している地域をフィール

ドとした悉皆調査を実施している点にある。本研究は、地域住民の中年層を対象とし、抑

うつ感に対するソージャルサポートのストレス緩衝効果を、互酬性を踏まえて性別・ソー

シャルサポートの類型別に解析し詳細な検討を行っている。

2.研究内容

青森県六戸町に住む40-69歳の全住民4558人を調査対象とし、戸別の配布・回収による

質問紙調査を実施した。調査に用いたスケールは、抑うつ尺度は CES-D(Center for 

Epidemiologic Studies Depression scale)、また、ソーシャルサポート尺度は崎原らの

MOSS・E (Measurement of Social Support-Elderly)であり、ストレスについては4件法で

測定している。回収数は 3182件（回収率 69.8%）で、解析は両尺度に欠損のないものを用

いている〔手段的サポート(1481件）、情緒的サポート (1466件）、提供サポート (1378件）〕。



ストレス緩衝効果の解析方法は、 CES-D得点を従属変数とし、ストレッサー高低x各サポー

ト高低のTwo・wayANOVAであった。

その結果、主効果は男女とも情緒的サポートだけ見られた。一方で、交互作用は男性のみ各

下位尺度で有意差がみられた〔手段的F(l,673)=7.17 P=0.008、情緒的F(1,679) = 7.21 

P=0.007、提供F(l,635)=12.57 P<0.001〕。即ち、男性ではサポートを互酬的に受けたり提

供したりする人間関係が、ストレス下で抑うつ的な症状を緩衝することが示された。

しかし本研究の限界はいくつかあり、ストレスの測定が質・量ともに不十分な点や、交絡因

子の存在も否定できない点などが考えられた。

3.研究成果の意義と学術的水準

本研究は、ソーシャルサポート研究において、大規模な地域住民中年層を対象にし、互酬性

を踏まえて抑うつ感に対するストレス緩衝効果を性別に検討したものであり他に類はない。抑う

つ感とソーシャルサポートの互酬性の関連という新たな領域を検討したことや、また、顕著な性

差があったことを確認したことは、精神保健学の見地から高い学術的な意義があると判断され

る。さらに、うつ病や自殺予防などコミュニティーメンタルヘルスにおける予防施策に意義のあ

る知見を提供している。

以上より、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。
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